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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向と、前記前後方向に直交する幅方向と
、前記着用者に向かう内方向と、前記内方向と反対側に向かう外方向と、を有し、
　前胴回り域と、後胴回り域と、前記前胴回り域と前記後胴回り域との間に位置する股下
域とを備える吸収性物品であって、
　少なくとも前記股下域に配置される吸収体を有する吸収性本体と、
　前記吸収性本体よりも前記外方向に配置される外装体シートを含む外装体と、を有して
おり、
　前記吸収性物品の前記外方向側の面には、指を挿入可能な開口部が形成されており、
　前記開口部は、前記吸収体と重なる重畳領域に設けられており、
　前記開口部は、前記前胴回り域と前記後胴回り域のうち少なくともいずれか一方におい
て複数設けられている、吸収性物品。
【請求項２】
　前記外装体の前記前胴回り域及び前記後胴回り域には、前記幅方向に伸縮する弾性材が
設けられており、
　前記外装体は、前記弾性材によって収縮する収縮領域と、前記弾性材によって収縮しな
い非収縮領域と、を備えており、
　前記開口部は、前記収縮領域に設けられている、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
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　前記外装体は、前記吸収性本体に接合され、かつ前記前胴回り域に配置される前側外装
体と、前記吸収性本体に接合され、かつ前記後胴回り域に配置される後側外装体と、を有
しており、
　前記開口部は、前記前側外装体の前記重畳領域の後側端部に設けられ、前記前側外装体
と前記吸収性本体とが接合されていない非接合部である、請求項１又は請求項２に記載の
吸収性物品。
【請求項４】
　前記外装体は、前記吸収性本体に接合され、かつ前記前胴回り域に配置される前側外装
体と、前記吸収性本体に接合され、かつ前記後胴回り域に配置される後側外装体と、を有
しており、
　前記開口部は、前記後側外装体の前記重畳領域の前側端部に設けられ、前記後側外装体
と前記吸収性本体とが接合されていない非接合部である、請求項１又は請求項２に記載の
吸収性物品。
【請求項５】
　前記吸収性本体は、前記吸収性本体の前記外方向側の面に配置される液不透過性のフィ
ルムを有する、請求項３又は請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記外装体は、前記吸収性本体と接合され、かつ少なくとも前記前胴回り域及び前記後
胴回り域を有する前記外装体シートと、前記外装体シートよりも前記外方向に配置され、
かつ前記開口部を形成するポケットシート材と、を有する、請求項１又は請求項２に記載
の吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつ等の吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、パンツ型の使い捨ておむつとしての吸収性物品において、手等を引っ
掛けるためのポケットが形成された吸収性物品が知られている（例えば、特許文献１参照
）。かかる吸収性物品によれば、着用者及び介護者は、ポケットに手を引っ掛けることが
でき、吸収性物品を容易に引き上げる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４０３３３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した吸収性物品においては、以下の問題があった。
【０００５】
　特許文献１に記載の吸収性物品のポケットは、吸収性物品の腰回り開口部近傍に配置さ
れており、着用状態で吸収性物品の上側に位置する。よって、着用者等がポケットを介し
て吸収性物品を上方に引き上げようとすると、腕を腰回りよりも上方に持ち上げなければ
ならず、身体の不自由者な着用者にとっては、引き上げにくいことがあった。
【０００６】
　また、着用者の尿等の排泄物が排泄されることによって、股下域に配置された吸収体が
重くなり、吸収性物品全体が引き下がることがある。このような場合に、ポケットを介し
て吸収性物品を引き上げることができる。しかし、ポケットは、腰回り開口部の近傍に配
置されており、吸収体の排泄口当接領域と離れている。よって、ポケットを介して引き上
げようとする力が、体液を吸収して重くなった吸収体に対して作用し難く、吸収性物品全
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体を容易に引き上げることができないことがあった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、着用者等が容易に引き上
げることが可能な吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る吸収性物品は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向（前後方
向Ｌ）と、前記前後方向に直交する幅方向（幅方向Ｗ）と、着用者に向かう内方向(内方
向ＩＮ)と、前記内方向と反対側に向かう外方向（外方向ＯＵＴ）とを有し、前胴回り域
（前胴回り域Ｓ１）と、後胴回り域（後胴回り域Ｓ２）と、前記前胴回り域と前記後胴回
り域との間に位置する股下域（股下域Ｓ３）とを備える吸収性物品であって、少なくとも
前記股下域に配置される吸収体を有する吸収性本体（吸収性本体１Ａ）と、前記吸収性本
体よりも前記外方向に配置される外装体シートを含む外装体（外装体１Ｂ）と、を有して
おり、前記吸収性物品の前記外方向側の面には、指を挿入可能な開口部（開口部９０）が
形成されており、前記外装体は、前記吸収体と重なる重畳領域（重畳領域Ｒ３）を有して
おり、前記開口部は、前記重畳領域に設けられていることを要旨とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示に係る特徴によれば、着用者等が容易に引き上げることが可能な吸収性物品を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態に係る使い捨ておむつの概略斜視図である。
【図２】実施の形態に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図３】実施の形態に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図４】図２に示すＡ-Ａ線に沿った使い捨ておむつの幅方向断面図である。
【図５】図２に示すＢ-Ｂ線に沿った使い捨ておむつの前後方向断面図である。
【図６】変形例１に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図７】変形例２に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図８】変形例３に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図９】変形例４に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、実施の形態に係る吸収性物品としての使い捨ておむつの実施形態について、図面
を参照しながら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一または類似の部分には
、同一または類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比
率などは現実のものとは異なることに留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以
下の説明を参酌して判断すべきである。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や
比率が異なる部分が含まれ得る。
【００１２】
　本実施形態に係る使い捨ておむつは、吸収性物品の外方向側の面に、指を挿入可能な開
口部が形成され、かつ開口部が、吸収体と重なる重畳領域に設けられていることを特徴と
する。
【００１３】
　（１）使い捨ておむつの全体概略構成
　図１は、本実施形態の使い捨ておむつ１の概略斜視図である。図２及び図３は、本実施
形態に係る使い捨ておむつ１の展開平面図である。図４は、図２に示すＡ－Ａ線に沿った
使い捨ておむつ１の幅方向断面図である。図４は、図２に示すＢ－Ｂ線に沿った使い捨て
おむつ１の前後方向断面図である。使い捨ておむつ１は、パンツ型の使い捨ておむつであ
る。
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【００１４】
　使い捨ておむつ１は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向Ｌと、前後方向
Ｌに直交する幅方向Ｗと、着用者に向かう内方向ＩＮ及び内方向と反対側に向かう外方向
ＯＵＴを有する厚み方向Ｔと、を有する。
【００１５】
　使い捨ておむつ１は、図２に示すように、使い捨ておむつ１の前後方向Ｌにおいて、着
用者の前胴回りに当てられる前胴回り域Ｓ１と、着用者の後胴回りに当てられる後胴回り
域Ｓ２と、着用者の股下に当てられ、前胴回り域Ｓ１と後胴回り域Ｓ２との間に位置する
股下域Ｓ３と、を有する。
【００１６】
　使い捨ておむつ１は、表面シート１０、吸収体４０及び吸収体裏面シート３０等を含む
吸収性本体１Ａと、前側外装トップシート７０Ｆ、後側外装トップシート７０Ｒ、前側外
装バックシート８０Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒ等を含む外装体１Ｂと、から構成
されており、これらは互いに、接着剤や熱融着などによって接合されている。
【００１７】
　前胴回り域Ｓ１の外装体１Ｂの一方の幅方向外側に位置する前胴回り縁部４が、後胴回
り域Ｓ２の外装体１Ｂの一方の幅方向外側に位置する後胴回り縁部６と接合され、かつ外
装体１Ｂの他方の幅方向外側に位置する前胴回り縁部４’が、外装体１Ｂの他方の幅方向
外側に位置する後胴回り縁部６’と接合されることによって、使い捨ておむつ１がパンツ
型に形成される。パンツ型の使い捨ておむつの前胴回り域及び後胴回り域には、互いの縁
部が接合された接合部１１が形成されており、股下域Ｓ３は、接合部１１よりも前後方向
内側の領域である。
【００１８】
　使い捨ておむつ１には、図１に示すように、パンツ型に形成された状態で、着用者の腰
回りを囲んで配置される腰回り開口部８と、着用者の脚回りを囲んで配置される一対の脚
回り開口部９と、が形成される。
【００１９】
　外装体１Ｂは、吸収性本体１Ａよりも外方向側に配置される外装体シートを含む。外装
体１Ｂは、前側外装トップシート７０Ｆ、後側外装トップシート７０Ｒ、前側外装バック
シート８０Ｆ、及び後側外装バックシート８０Ｒを含み、使い捨ておむつ１の外装部分を
構成する。本実施の形態の外装体シートは、前側外装トップシート７０Ｆ、後側外装トッ
プシート７０Ｒ、前側外装バックシート８０Ｆ、及び後側外装バックシート８０Ｒである
が、外装体シートは、少なくとも１枚のシート材を有していればよい。
【００２０】
　外装体１Ｂは、吸収性本体１Ａに接合され、かつ少なくとも前胴回り域に配置される前
側外装体１ＢＦと、吸収性本体１Ａに接合され、かつ少なくとも後胴回り域に配置される
後側外装体１ＢＲと、を有する。
【００２１】
　前側外装体１ＢＦは、前側外装トップシート７０Ｆ及び前側外装バックシート８０Ｆを
備えている。後側外装体１ＢＲは、後側外装トップシート７０Ｒ及び後側外装バックシー
ト８０Ｒを備えている。前側外装トップシート７０Ｆ及び前側外装バックシート８０Ｆと
後側外装トップシート７０Ｒ及び後側外装バックシート８０Ｒとは、前後方向に離間して
いる。前後方向において前側外装体１ＢＦと後側外装体１ＢＲとが離間した領域では、吸
収性本体１Ａの非肌接側の面が露出している。
【００２２】
　なお、外装体は、前側外装体１ＢＦと後側外装体１ＢＲとが分離されていてもよいし、
前側外装体１ＢＦと後側外装体１ＢＲとが一体化されていてもよい。
【００２３】
　前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装トップシート７０Ｒは、エアスルー不織布、
スパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、防水フィルムなどによって形成できる。本実施形態
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に係る前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装トップシート７０Ｒは、ポリプロピレン
からなる目付１５g/m2のSMS不織布によって形成されている。
【００２４】
　前側外装バックシート８０Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒは、着用時において外側
に位置する、つまり、着用者の肌から離れる側に配置される。前側外装バックシート８０
Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒの前後方向外側端部は、肌当接面側に折り返され、前
側外装トップシート７０Ｆ（又は後側外装トップシート７０Ｒ）の前後方向の外側端部を
包むように配置される。
【００２５】
　前側外装バックシート８０Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒは、エアスルー不織布、
スパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、防水フィルムなどによって形成できる。本実施形態
に係る外装バックシートは、ポリプロピレンからなる目付１８g/m2のスパンボンド不織布
によって形成されている。
【００２６】
　外装体１Ｂは、吸収性本体１Ａと重なる領域のうち一部において吸収性本体１Ａと接合
されている。外装体１Ｂと吸収性本体１Ａとが重なる領域のうち他の領域は、外装体１Ｂ
と吸収性本体１Ａとが接合されてなく、当該領域において外装体１Ｂと吸収性本体１Ａと
の間に空間９１が形成される。使い捨ておむつ１の外方向側の面には、外装体１Ｂと吸収
性本体１Ａとの空間９１に連通する開口部９０が形成されている。開口部９０及び空間９
１の構成については、後述にて詳細に説明する。
【００２７】
　吸収性本体１Ａは、表面シート１０、セカンドシート１５、吸収体裏面シート及び防漏
部を含み、外装体１Ｂよりも着用者側に配置される。
【００２８】
　表面シート１０は、着用者の肌に直接的に接し得る肌当接面を形成するシートである。
表面シート１０は、吸収体４０よりも肌当接面側に配置される。表面シート１０は、親水
性不織布や織物、開口プラスチックフィルム、開口疎水性不織布などの液透過性のシート
によって形成されている。本実施の形態に係る表面シート１０は、ポリプロピレンからな
る目付２３ｇ/ｍ２の親水性ポイントボンド不織布によって形成されている。
【００２９】
　表面シート１０の非肌当接面側には、セカンドシート１５が接合されている。セカンド
シート１５は、表面シート１０と吸収体４０との間に配置される。セカンドシート１５を
設けることにより、体液の吸収速度を速くすることができ、かつ吸収後における体液の逆
戻りを抑制することができる。
【００３０】
　本実施の形態に係る表面シート１０とセカンドシート１５は、接着剤によって接合され
ている。セカンドシート１５は、例えば、エアスルー不織布や、開口フィルムなどが用い
られる。本実施の形態のセカンドシート１５は、エアスルー不織布３０ｇ／ｍ２(親水性)
によって形成されている。
【００３１】
　吸収体４０は、着用者の非肌当接面側に位置する第１吸収層４１と、第１吸収層４１と
重ねられ、かつ着用者の肌当接面側に位置する第２吸収層４２と、を有する。第１吸収層
４１と第２吸収層４２は、表面シート１０とセカンドシート１５とが接合された複合シー
トと、吸収体裏面シート３０との間において、複合シートと吸収体裏面シートにホットメ
ルト型接着剤によって接合される。ホットメルト型接着剤は、複合シート及び裏面シート
にそれぞれ塗工され、例えば、スパイラル塗工方法により、それぞれ目付5g/m2，8g/m2で
塗られる。
【００３２】
　第１吸収層４１及び第２吸収層４２は、綿状パルプと高分子吸収性ポリマー（ＳＡＰ）
とから構成されている。第１吸収層４１及び第２吸収層４２は、例えば、パルプ１００～
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５００ｇ／ｍ２とＳＡＰ２０～５００ｇ／ｍ２とを混合させて形成することができる。本
実施の形態に係る第１吸収層４１及び第２吸収層４２は、パルプ２８０ｇ／ｍ２とＳＡＰ
１７０ｇ／ｍ２とを混合させて形成されている。
【００３３】
　第１吸収層４１には、中央スリット４５と、一対のサイドスリット４６とが形成されて
いる。中央スリットは、第１吸収層の幅方向中央に形成されている。中央スリット４５は
、前後方向Ｌに沿って延在する縦長の形状を有している。このように中央スリット４５を
形成することにより、吸収体の幅方向中央部分を着用者側である内方向ＩＮに凸に曲がり
易くすることができる。また、吸収体の前後方向への体液等の拡散性を高め、広い範囲に
おいて体液等を拡散させて、吸収性能を向上させることができる。
【００３４】
　一対のサイドスリット４６は、中央スリット４５よりも幅方向外側にそれぞれ形成され
ている。サイドスリット４６は、前後方向Ｌに沿って延在する縦長の形状を有している。
サイドスリット４６は、外方向ＯＵＴに凸、つまり吸収体４０が中央スリット４５と逆の
凸に曲がるように、前後方向Ｌに沿って吸収体４０に形成されている。
【００３５】
　使い捨ておむつ１が着用されると、吸収体の股下域Ｓ３は、着用者の股間に当てられる
。着用者の脚等によって、吸収体には、幅方向外側から幅方向内側に向かって力が掛かる
。幅方向外側から幅方向内側に向かって吸収体４０に力が掛かると、中央スリット４５と
サイドスリット４６とを基点として吸収体４０が内方向と外方向とに変形する。使い捨て
おむつ１の幅方向Ｗに沿った断面形状は、波状に変形し、吸収体４０の股下域Ｓ３は、規
則的に折り畳まれた状態となる。
【００３６】
　このように、吸収体が折り畳まれることにより、股下域Ｓ３の吸収体４０を適切に折り
畳み、吸収体４０と排泄口とを密着させることができる。よって、吸収性能を高め、体液
の漏れを抑制できる。
【００３７】
　吸収体裏面シート３０は、吸収体４０の非肌当接面側に設けられている。吸収体裏面シ
ート３０は、液不透過性フィルムなど（例えば、ポリエチレン）のシートによって形成さ
れている。吸収体裏面シート３０は、吸収体よりも外方向ＯＵＴに配置され、かつ液不透
過性であり、液不透過性シートとして機能する。吸収体裏面シート３０は、吸収体４０よ
りも前後方向外側に延出して配置されている。
【００３８】
　吸収体裏面シート３０は、前側外装体１ＢＦと後側外装体１ＢＲとの間において、非肌
当接側面で露出している。当該領域では、吸収体裏面シート３０が使い捨ておむつ１の非
肌当接側の面を構成する。
【００３９】
　防漏部は、防漏サイドシート３２と、防漏弾性材３３と、を有し、吸収体４０の幅方向
端部において前後方向に沿って配置されている。防漏サイドシート３２は、吸収体４０の
幅方向Ｗの両側端において、表面シート１０、吸収体裏面シート３０を一体に包むように
設けられる。防漏サイドシート３２は、液不透過性の不織布などのシートによって形成さ
れている。防漏サイドシート３２の幅方向の一方の端部は、吸収体裏面シート３０の非肌
面側の面に接合されており、防漏サイドシート３２の幅方向の他方の端部は、吸収体４０
の幅方向側部から表面シート側に折り返され、表面シート１０の肌当接面側の面に接合さ
れている。
【００４０】
　防漏サイドシート３２は、ホットメルト接着剤によって表面シート等に接合されている
。本実施形態では、ビード塗工によって目付０．１g/mでホットメルト型接着剤を複数本
塗布した。また、防漏サイドシート３２は、疎水性の不織布シートを用いることができ、
本実施形態では、ポリプロピレンの目付15g/m2のSMS不織布を用いた。
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【００４１】
　防漏弾性材３３は、吸収体裏面シート３０と防漏サイドシート３２と間に、伸長状態で
貼りあわされている。防漏弾性材の固定手段としては、ホットメルト型接着剤を例示でき
る。本実施の形態は、防漏弾性材３３としてスパンデックスを用い、Ｖスロット方式によ
り直接塗工している。より、具体的には、防漏弾性材３３は、７８０ｄｔｅｘの太さ、２
．３倍の伸長倍率で３本伸長固定される。
【００４２】
　前胴回り域Ｓ１及び後胴回り域Ｓ２には、ウエストギャザー３が設けられる。ウエスト
ギャザー３は、吸収体４０の幅方向Ｗに沿って伸縮するように配設される合成ゴムなどの
細長いウエスト弾性材３Ａを有する。ウエストギャザー３は、前胴回り域Ｓ１における使
い捨ておむつ１の幅方向Ｗ外側に位置する一方の前胴回り縁部４から他方の前胴回り縁部
４‘まで連続し、後胴回り域Ｓ２における使い捨ておむつ１の幅方向Ｗ外側に位置する一
方の後胴回り縁部６から他方の後胴回り縁部６‘まで連続する。
【００４３】
　ウエスト弾性材３Ａは、前側外装トップシート７０Ｆ又は後側外装トップシート７０Ｒ
と、外装バックシートに、伸長された状態で接着剤（例えばホットメルト型接着剤）によ
って固定されている。本実施形態では、Vスロット方式でホットメルト型接着剤が塗工さ
れている。
【００４４】
　ウエスト弾性材３Ａは、スパンデックスによって構成されている。ウエスト弾性材３Ａ
は、腰回り開口部８近傍において、９４０ｄｔｅｘの太さ、３．５倍の伸長倍率でそれぞ
れ６本伸長固定され、かつ当該弾性材よりも前後方向内側において、７８０ｄｔｅｘの太
さ、３．０倍の伸長倍率で前後それぞれ８本伸長固定される。なお、ウエスト弾性材３Ａ
の太さ、伸長倍率及び本数は、上記に限られず、種々設定することができる。
【００４５】
　脚回り開口部９の周囲には、レッグギャザー５が設けられる。レッグギャザー５の少な
くとも一部は、脚回り開口部９に沿って配置されている。レッグギャザー５は、前胴回り
域Ｓ１に配置される前脚回り弾性材５Ｆと、後胴回り域Ｓ２と股下域Ｓ３とに跨がって配
置される後脚回り弾性材５Ｒと、によって形成されている。
【００４６】
　後脚回り弾性材５Ｒは、後胴回り域Ｓ２から股下域Ｓ３にかけて配置されており、後胴
回り域Ｓ２から股下域Ｓ３に向かうにつれて幅方向内側に向かうように配置されている。
前脚回り弾性材５Ｆは、前胴回り域Ｓ１において、幅方向に沿って配置されている。吸収
体４０よりも幅方向外側の領域の前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾性材５Ｒと、吸収体
４０と重なる領域の前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾性材５Ｒとが連動し、吸収体４０
を着用者側に引き上げるように機能する。
【００４７】
　前脚回り弾性材５Ｆは、前側外装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆと
の間に配置され、後脚回り弾性材５Ｒは、後側外装トップシート７０Ｒと後側外装バック
シート８０Ｒとの間に配置されている。また、ウエスト弾性材３Ａは、前側外装トップシ
ート７０Ｆ又は後側外装トップシート７０Ｒと、前側外装バックシート８０Ｆ又は後側外
装バックシート８０Ｒとの間に接合されている。
【００４８】
　前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾性材５Ｒは、スパンデックスによって構成されてい
る。前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾性材５Ｒは、７８０ｄｔｅｘの太さ、３．０倍の
伸長倍率で前後それぞれ３本伸長固定される。なお、前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾
性材５Ｒの太さ、伸長倍率及び本数は、上記に限られず、種々設定することができる。
【００４９】
　外装体１Ｂは、ウエスト弾性材や脚回り弾性材によって収縮する収縮領域Ｒ４と、ウエ
スト弾性材や脚回り弾性材によって収縮しない非収縮領域Ｒ５と、を備えている。収縮領
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域とは、弾性材の収縮力が発現されることによって外装体１Ｂが収縮する領域である。非
収縮領域とは、弾性材の収縮力が発現されてなく外装体１Ｂが収縮しない領域であり、弾
性材が配置されていない領域のみならず、弾性材が配置されているが、その収縮力が発現
されていない領域も含む。図３において、外装体１Ｂの収縮領域Ｒ４と非収縮領域Ｒ５と
を図示する。
【００５０】
　防漏弾性材３３は、レッグギャザーと平面視で略連なるように配置されている。このよ
うに防漏弾性材とレッグギャザーを配置することにより、着用者の足繰りを囲むように締
め付けることができ、脚繰りのフィット性が向上し、使い捨ておむつのズレや漏れの防止
する効果が得られる。
【００５１】
　このように構成された使い捨ておむつの製造方法としては、例えば、吸収体の第１吸収
層を成形する工程と、吸収体の第２吸収層を成形する工程と、第１吸収層と第２吸収層と
を合体させる工程と、ベルトコンベア等で吸収体等を搬送し、搬送する過程で表面シート
等のシート材と接合する工程と、を含む方法によって使い捨ておむつを製造することがで
きる。なお、その他の工程は、公知の製造方法に従って製造し得る。
【００５２】
　なお、上述した使い捨ておむつ１を構成する各部材は、例えば、特開２００６－３４６
４３９号公報に記載された材料を用いてもよい。
【００５３】
　（２）開口部の構成
　次いで、開口部９０の構成について詳細に説明する。開口部９０は、使い捨ておむつ１
の外方向側の面に形成されている。吸収性本体１Ａの外方向側の面と外装体１Ｂの内方向
側の面は、平面視で吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとが重なり合う領域において、ホットメ
ルト型接着剤等の接着手段を介して部分的に接合されている。
【００５４】
　図２に、吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとが接合された接合領域Ｒ１と、吸収性本体１Ａ
と外装体１Ｂとが接合されていない非接合領域Ｒ２とを示す。接合領域Ｒ１は、平面視で
吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとが重なり合う領域のうち、前後方向外側端部と、幅方向端
部と、に設けられている。非接合領域Ｒ２は、接合領域以外の部分であり、平面視で吸収
性本体１Ａと外装体１Ｂとが重なり合う領域のうち、前後方向内側端部と、前後方向外側
端部と幅方向端部によって囲まれた中央部分と、に設けられている。接合領域Ｒ１は、吸
収性本体１Ａと外装体１Ｂとが重なり合う略矩形の領域における隣接する３辺に設けられ
、平面視にて略コの字形状である。
【００５５】
　このように接合領域Ｒ１と非接合領域Ｒ２とが設けられているため、外装体１Ｂの前後
方向内側端部は、幅方向中央において吸収性本体１Ａと離間している。外装体１Ｂの前後
方向内側端部と、吸収性本体１Ａとの離間する部分が、開口部９０となる。具体的には、
前側外装体１ＢＦの後側端部と吸収性本体１Ａの離間する部分、及び後側外装体１ＢＲの
前側端部と吸収性本体１Ａの離間する部分である。開口部９０は、吸収性本体１Ａと外装
体１Ｂとによって囲まれた開口である。開口部９０は、前側外装体１ＢＦと、後側外装体
１ＢＲとにそれぞれ設けられている。
【００５６】
　本実施の形態の接合領域Ｒ１は、吸収性本体１Ａの前後方向外側端部から前後方向内側
に３０ｍｍの領域、吸収性本体１Ａの幅方向両端部から前後方向内側に４０ｍｍの領域に
設けている。
【００５７】
　開口部９０よりも前後方向外側には、開口部９０に連通する空間９１を構成する非接合
領域Ｒ２が設けられている。開口部に指等を挿入した際に、当該非接合領域Ｒ２に指等を
収納することができる。このように、接合領域Ｒ１及び非接合領域Ｒ２を設けることによ
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り、引き上げ用のポケットを形成できる。
【００５８】
　非接合領域Ｒ２に形成されるポケットの空間には、手の指が収まり、かつ力が入り易い
大きさが必要である。具体的には、非接合領域Ｒ２の幅方向の長さが、４０ｍｍ以上であ
って、非接合領域Ｒ２の前後方向の長さが４０ｍｍであればよい。開口部９０の幅方向の
長さが４０ｍｍであることにより、指が３本、第一関節までが十分入る大きさであるので
、しっかりポケット部に指が収まり、引き上げられる。より好ましくは、非接合領域Ｒ２
の幅方向の長さが、７０ｍｍ以上であって、非接合領域Ｒ２の前後方向の長さが５０ｍｍ
である。
【００５９】
　本実施形態の前胴回り域側のポケットの寸法は、以下の通りである。吸収性本体１Ａの
幅方向の長さが２００ｍｍであり、吸収性本体１Ａと前側外装体１ＢＦとが重なる前後方
向の長さが、１００ｍｍである。幅方向両側に位置する接合領域Ｒ１の幅方向外側端部同
士の距離は、１９０ｍｍであり、各接合領域Ｒ１の幅方向の長さは、４０ｍｍである。接
合領域Ｒ１の前後方向の長さは、９０ｍｍである。前側端部において幅方向に延びる接合
領域Ｒ１の前後方向の長さは３０ｍｍである。よって腹側のポケットの内部寸法は、幅方
向の長さが１１０ｍｍであり、前後方向の長さが７０ｍｍである。
【００６０】
　また、本実施形態の後胴回り域側のポケットの寸法は、以下の通りである。吸収性本体
１Ａの幅方向の長さが２００ｍｍであり、吸収性本体１Ａと後側外装体１ＢＲとが重なる
前後方向の長さが、１５０ｍｍである。幅方向両側に位置する接合領域Ｒ１の幅方向外側
端部同士の距離は、１９０ｍｍであり、各接合領域Ｒ１の幅方向の長さは、４０ｍｍであ
る。接合領域Ｒ１の前後方向の長さは、１３５ｍｍである。後側端部において幅方向に延
びる接合領域Ｒ１の前後方向の長さは１００ｍｍである。よって腹側のポケットの内部寸
法は、幅方向の長さが１１０ｍｍであり、前後方向の長さが５０ｍｍである。　
　なお、接合領域Ｒ１は、ポケットの空間を形成するために当該空間の外周に設けられて
いればよく、連続的に設けられていてもよいし、部分的に断続的に非連続に設けられてい
てもよい。また、接合領域Ｒ１の接合強度は、引き上げるときに剥がれない強度であれば
よい。
【００６１】
　吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとの接合方法としては、例えば、ホットメルト型接着剤等
の接着剤を吸収性本体側に塗布して接合することができる。塗工方法としては、コントロ
ールシーム方式で、10g/m2の量に塗工された接着剤によって接合したり、スパイラル方式
やスロットコーター方式で塗工された接着剤によって接合したり、ヒートシールやソニッ
クシールによって接合でき、接合方法は、特に限定されない。
【００６２】
　ポケットの内部空間を囲む外面は、外装体１Ｂの外装トップシートと吸収性本体１Ａの
吸収体裏面シート３０とである。外装体１Ｂと吸収性本体１Ａとが接合されていない非接
合領域によって開口部９０を形成することにより、別途ポケットを設ける構成と比較して
、製造工程の簡略化及び部品点数の削減を図ることができる。
【００６３】
　また、吸収体裏面シート３０は、液不透過性のフィルムからなる。フィルムは、不織布
と比べて表面の摩擦係数が低く、指が滑りやすい。このようなフィルムによってポケット
の内部空間を囲むことにより、フィルムの表面に沿って指が滑りやすくなる。よって、指
を開口部に挿入し易くなったり、開口部内に挿入した指を動かしやすくなったりして、使
い捨ておむつを引き上げ易くなる。
【００６４】
　また、使い捨ておむつ１の非肌当接面は、開口部９０よりも前後方向外側と前後方向内
側とで露出するシート材が異なる。具体的には、開口部９０よりも前後方向外側では外装
体１Ｂを構成する外側バックシートが露出し、開口部９０よりも前後方向内側では吸収性
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本体１Ａを構成する吸収体裏面シート３０が露出している。そのため、使い捨ておむつ１
の外側から開口部９０を把握し易くなる。例えば、使用者が暗い場所で使用するなど、使
い捨ておむつを見難い状況であっても、手触りでポケット位置を把握しやすくなる。触感
でそのポケットの位置を確認でき、ポケットを探す時間を要しないですみ、簡単に指を入
れることができる。
【００６５】
　また、開口部９０は、吸収体４０と重なる重畳領域Ｒ３に設けられている。重畳領域は
、厚み方向において吸収体４０と重なる領域である。重畳領域は、吸収体と当接した状態
で重なる領域のみならず、吸収体との間に他の部材を介した状態で重なる領域も含む概念
である。また、吸収体４０が複数の吸収層（例えば、第１吸収層４１と第２吸収層４２）
を有する形態にあっては、重畳領域Ｒ３は、少なくともいずれかの吸収層と重なる領域で
ある。図３に、重畳領域を図示する。また、開口部の少なくとも一部が重畳領域内に配置
されていればよく、開口部全体が重畳領域内に配置されていなくてもよい。
【００６６】
　吸収体と重なる重畳領域は、吸収体が配置されてない領域と比較して剛性が高く、吸収
体の剛性によって外装体１Ｂの収縮力が発現し難い。重畳領域に開口部を設けることによ
り、胴回り弾性材等の収縮によって外装体１Ｂが過度に縮むことやよれを抑制しつつ、外
装体１Ｂと吸収性本体１Ａの間にできた空間を利用して、このポケット空間に指を引っ掛
けることで上方にパンツを引き上げることができる。これによって、吸収体の左右方向の
ずれや、前後方向のずれ等を修正し、きれいに伸ばした状態で、適切に吸収性本体１Ａを
身体にあてることができるので、吸収性能を十分に発揮させることができる。
【００６７】
　また、例えば、腰回り開口部近傍に開口部が形成されていると、開口部が吸収体の排泄
口当接領域と離れているため、ポケットを介して引き上げようとする力が、体液を吸収し
て重くなった吸収体に対して作用し難く、使い捨ておむつ全体を容易に引き上げることが
できないことがある。しかし、吸収体と重なる重畳領域に開口部が配置されているため、
体液を吸収した吸収体が重くなった場合であっても、引き上げる力が吸収体に作用しやす
くなり、使い捨ておむつ全体を容易に引き上げることができる。
【００６８】
　）
　また、重畳領域に開口部が形成されているため、腰回り開口部近傍に開口部が形成され
た構成と比較して、開口部の位置が着用状態において下方に位置する。よって、引き上げ
時に腕を上げる範囲を短くすることができ、腕の上げ下げによる着用者の負担を軽減でき
る。着用者が使い捨ておむつを着用した状態において、非接合領域の最も下側に開口部が
位置しているため、着用者が上側から腕を下げて、開口部に指を引っかけやすく。容易に
使い捨ておむつを引き上げたり、使い捨ておむつの位置を調整したりできる。
【００６９】
　また、開口部は、弾性材として脚回り弾性材によって収縮する収縮領域に設けられてい
る。開口部が収縮領域に設けられていることにより、開口部が収縮して閉じやすく、着用
時に誤って指等が引っかかる不具合を抑制できる。
【００７０】
　更に、開口部９０は、外装体１Ｂの脚周り弾性材によって収縮する収縮領域Ｒ４と、吸
収性本体１Ａとによって形成されている。外装体１Ｂの収縮領域Ｒ４が収縮し、吸収性本
体１Ａが収縮しないため、着用時に外装体側のみが収縮して、開口部９０が開き易くなり
、指を挿入し易くなる。
【００７１】
　また、開口部９０に連通する空間（ポケットの内部空間）９１は、外装体１Ｂの収縮領
域Ｒ４と、吸収性本体１Ａとによって囲まれている。このポケットの内部空間を覆う外装
体１Ｂには、脚周り弾性材によって収縮する収縮領域Ｒ４と、ウエスト弾性材によって収
縮する収縮領域Ｒ４と、が設けられている。よって、ポケットの内部空間を覆う外装体が
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収縮しているため、外装体１Ｂの収縮した部分を指で引っ掛けてつかみ易くなり、操作性
が向上する。特に、収縮領域を構成する弾性材の間隔を15mmとして、複数設けることによ
り、指が弾性材の間にひっかかり易くなり、使用者がつかみ易くなる。更に、開口部に連
通する空間（ポケットの内部空間）を囲む収縮領域を、脚回り弾性材や胴回り弾性材によ
って形成することにより、別途弾性材を設ける構成と比較して、部品点数を減らすことが
できる。
【００７２】
　また、本実施の形態では、弾性材によって外装体１Ｂを収縮させるように構成している
が、例えば、外装体１Ｂを構成するシート材（前側外装トップシート及び／又は前側外装
バックシート）が伸縮性シートによって構成することにより、外装体１Ｂを収縮させるよ
うにしてもよい。
【００７３】
　更に、重畳領域に開口部を形成することにより、重畳領域において外装体１Ｂと吸収性
本体１Ａとが離間する。このように、外装体１Ｂと吸収性本体１Ａとが離間していること
により、外装体１Ｂが胴回り弾性材等によって収縮した場合であっても、その収縮力が吸
収体に作用することを抑制できる。よって、外装体１Ｂに設けられた弾性材による吸収体
の収縮を緩和することができる。よって、吸収体の幅を広く保つことができ、見た目の吸
収安心感をだせるとともに、吸収体の皺の発生を抑制でき、吸収性能を向上させることが
できる。
【００７４】
　なお、本実施形態では、外装体１Ｂに収縮領域がポケットの内部空間に隣接しているが
、非収縮領域がポケットの内部空間に隣接していてもよい。
【００７５】
　また、本実施の形態の吸収体は、着用された状態において、中央スリット４５とサイド
スリット４６とを基点として吸収体４０が内方向と外方向とに変形し、幅方向Ｗに沿った
断面形状は、波状に変形する。吸収体４０の幅方向中央部分が凸状に変形することにより
、吸収体４０を着用者に密着させ、吸収性能を高め、体液の漏れを抑制できる。更に、指
を引っかかる開口部を外装体１Ｂと吸収性本体１Ａとの間に設け、着用時に、ポケットを
利用して引き上げることで、股間部の密着性をより高めることができる。
【００７６】
　（３）変形例
　次いで、図６～図９に基づいて詳細に説明する。なお、以下の説明においては、実施の
形態と異なる部分のみ説明し、実施の形態と同様の構成については、同符号を用いて説明
を省略する。
【００７７】
　図６は、変形例１に係る使い捨ておむつ１Ｃの平面図である。変形例１に係る使い捨て
おむつは、前胴回り域Ｓ１において、前側外装体１ＢＦと吸収性本体１Ａとを接合する接
合領域Ｒ１が非連続的に設けられており、後胴回り域Ｓ２において、後側外装体１ＢＲと
吸収性本体１Ａとの間に形成される開口部９０が２つ形成されている。
【００７８】
　前側外装体１ＢＦと吸収性本体１Ａを接合する接合領域Ｒ１が非連続的に設けられてお
り、使い捨ておむつを引き上げようとする力は、非連続的に設けられた接合領域Ｒ１を介
して伝わる。例えば、幅方向全体に楕円を描くように点線状に接合領域Ｒ１を設けると、
使い捨ておむつの中央や側部等の１箇所をつかんで引き上げた場合にあっても、接合領域
Ｒ１のみに力が伝わり、全体的にバランスよく力が伝わる。よって、吸収体を左右バラン
スよく引き上げ易くなる。
【００７９】
　例えば、接合領域Ｒ１が連続的に設けられていると、使い捨ておむつを引き上げようと
する力が、指でつかんだ付近のみに伝わり易く、その部分に偏った形で引き上げられるこ
とになる。しかし、非連続的に接合領域Ｒ１を設けることにより、全体をバランスよく引
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き上げることができる。なお、非連続状の接合領域Ｒ１は、前後方向に沿って設けてもよ
いし、幅方向に沿って設けてもよい。
【００８０】
　また、前胴回り域Ｓ１と後胴回り域Ｓ２の少なくともいずれか一方に、複数の開口部９
０を設けることにより、複数の指を各開口部にひっかけて引き上げたり、両手を片方ずつ
各開口部にひっかけて引き上げたりすることができる。また、吸収性本体１Ａの幅が長い
場合において、ポケットの１個当たりの開口部の幅が長すぎると、持ち手が不安定になり
易い。しかし、開口部９０を複数に分割することにより、１個当たりのポケットの幅方向
の長さ短く形成し、一つのポケットに指を入れたときに安定し易くなる。
【００８１】
　なお、開口部９０の数は特に制限されない。また、幅方向に隣接して複数の開口部を設
けることにより、片方の手の指を複数の開口部に挿入しやすくなり、片手でも容易に引き
上げることができる。また、３つ以上の開口部を幅方向に隣接して配置した使い捨ておむ
つにおいて、真ん中の開口部を介して上方に引き上げ、かる左右の開口部を介してそれぞ
れ斜め上方向に引き上げることにより、使い捨ておむつ全体を均等に引き上げることがで
きる。
【００８２】
　図７は、変形例２に係る使い捨ておむつ１Ｄの平面図である。変形例２に係る使い捨て
おむつ１Ｄは、前胴回り域Ｓ１において、吸収性本体１Ａの前側端部の幅方向中央が前側
外装体１ＢＦに接合されてなく、接合領域Ｒ１が幅方向に分離している。このように接合
領域Ｒ１が幅方向に分離しているため、ポケットの深さ（前後方向の長さ）が短い場合で
あっても、ポケットを貫通して指を挿入することができ、指を深く挿入できる。よって、
ポケットの深さ（前後方向の長さ）が短い場合であっても、力が入り易くなり、強く引き
上げることができる。
【００８３】
　前胴回り域Ｓ１の接合領域Ｒ１は、左右に離間して一対で配置されており、一対の接合
領域Ｒ１間の距離は、前方向に向かって徐々に短くなっている。すなわり、非接合領域Ｒ
２によって形成されるポケットの内部空間は、使い捨ておむつが着用された状態において
、上側に向かって幅方向の長さが短く形成される。このような構成によれば、ポケットの
空間が斜めに傾斜しているため、上方向のみならず、斜め左上や斜め右上に引き上げやす
くなる。
【００８４】
　また、変形例２に係る使い捨ておむつ１Ｄは、後胴回り域Ｓ２において、接合領域Ｒ１
が、後側外装体１ＢＲと吸収性本体１Ａとが重なる領域の外周全体に設けられている。開
口部９０は、外装体１Ｂに形成された切欠きであり、接合領域Ｒ１によって囲まれた非接
合領域Ｒ２に連結するように形成されている。
【００８５】
　図８は、変形例３に係る使い捨ておむつ１Ｅの平面図である。変形例３に係る使い捨て
おむつ１Ｅは、外装バックシートの外方向側に接合されたポケットシート材９３によって
ポケット及び開口部が形成される。なお、ポケットシート材９３は、ポケットシート材９
３を折り畳んだり、複数枚のポケットシート材９３を重ねたりして、ポケットシート材９
３のみによって開口部及びポケットを形成するように構成されていてもよいし、外装体１
Ｂに接合され、外装体と共にポケット及び開口部を形成するように構成されていてもよい
。
【００８６】
　外装体１Ｂは、吸収性本体１Ａと接合され、かつ少なくとも前胴回り域及び後胴回り域
を有する外装体シート（前側外装トップシート７０Ｆ、後側外装トップシート７０Ｒ、前
側外装バックシート８０Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒ）と、外装体シートよりも外
方向に配置されるポケットシート材９３と、を有する。図８において、外装体１Ｂとポケ
ットシート材９３との接合領域Ｒ６を示す。
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【００８７】
　外装体１Ｂの外方向側の面にポケットシート材９３を接合することによって開口部９０
を有するポケットを形成することができる。ポケットシート材９３の位置を適宜決めるこ
とにより、所望の位置に開口部を設けることができる。更に、既存の吸収性物品にポケッ
トシート材を接合することによっても、開口部を形成することができる。
【００８８】
　後胴回り域のポケットシート材９３は、２回以上折り畳まれた状態で外装体１Ｂの外方
向側の面に接合されている。開口部９０及びポケットの内部空間は、ポケットシート材同
士によって囲まれている。
【００８９】
　一方、前胴回り域のポケットシート材９３は、１層の状態（折り畳まれていない状態）
で外装体１Ｂに接合されている。開口部９０及びポケットの内部空間は、ポケットシート
材と外装体とによって囲まれている。
【００９０】
　更に、後胴回り域Ｓ２のポケットシート材９３の幅方向の長さは、吸収性本体１Ａより
も短い。このようなポケットシート材９３によれば、開口部９０を幅方向に沿って配置す
る構成のみならず、幅方向に対して傾斜して配置することができる。
【００９１】
　例えば、左右に離間する一対のポケットシート材９３を外装体１Ｂに接合し、各ポケッ
トシート材の開口部が幅方向内側に向かうように構成してもよい。このような構成によれ
ば、前胴回り域Ｓ１においては、手を下腹部にもっていき間口部に指を引っかけて、斜め
上方に引き上げることができる。また、後胴回り域Ｓ２においては、手を臀部にもってい
き、開口部９０に指を引っかけて、斜め上方に引き上げることができる。
【００９２】
　また、変形例３に係る使い捨ておむつ１Ｅは、前胴回り域Ｓ１において、ポケットシー
ト材９３が、外装体１Ｂの幅方向全域に設けられている。このようなポケットシート材に
よっても、外装体とポケットシート材との間、又はポケットシート材間にポケットを形成
できる。
【００９３】
　また、ポケットシート材に、弾性材を設けて、ポケットシート材９３が収縮するように
構成してもよい。
【００９４】
　図９は、変形例４に係る使い捨ておむつ１Ｆの平面図である。変形例４に係る使い捨て
おむつ１Ｆは、外装バックシートの外方向側に接合されたポケットシート材９３によって
開口部９０及びポケットが形成される。
【００９５】
　変形例４に係る使い捨ておむつ１Ｆのポケットシート材９３は、ポケットシート材９３
が外装体１Ｂの幅方向全域に設けられている。また、変形例４のポケットシート材９３は
、帯状の伸縮性シートによって構成されている。
【００９６】
　ポケットシート材９３は、伸縮性を有し、外装体と一部において接合されている。ポケ
ットシート材９３の一部を外装体１Ｂの外方向側の面に部分的に接合することにより、ポ
ケットシート材９３と外装体１Ｂとが接合されていない非接合部に、指を入れることがで
き、伸縮性シートを伸ばしながら、引き上げたり、吸収体のズレを修正したりできる。
【００９７】
　（４）その他の実施形態
　上述したように、本発明の実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の一
部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【００９８】
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　例えば、上述した実施形態では、パンツ型の使い捨ておむつとして説明したが、本発明
は、これに限定されるものではなく、オープン型の使い捨ておむつ、失禁用パッド及び生
理用ナプキンなどに適用してもよい。
【００９９】
　また、開口部が、非収縮領域に設けられていてもよい。
【０１００】
　また、吸収体４０は、第１吸収層４１と第２吸収層４２との２吸収層構造であるが、本
発明に係る着用物品の吸収体４０は、１吸収層のみによって構成されていてもよいし、３
層以上で構成されていてもよい。
【０１０１】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態などを含むことは勿
論である。従って、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に係る
発明特定事項によってのみ定められるものである。
【符号の説明】
【０１０２】
　１…使い捨ておむつ
１Ａ　　　：吸収性本体
１Ｂ　　　：外装体
１ＢＦ　　：前側外装体
１ＢＲ　　：後側外装体
　３…ウエストギャザー
　３Ａ…ウエスト弾性材
　４，４’…前胴回り側縁部
　５…レッグギャザー
　５Ｆ…前脚回り弾性材
　５Ｒ…後脚回り弾性材
　６，６’…後胴回り縁部
　８…腰回り開口部
　９…脚回り開口部
　１０…表面シート
　１５…セカンドシート
　３０…吸収体裏面シート
　３２…防漏サイドシート
　３３…防漏弾性材
　４０…吸収体
　４１…第１吸収層
　４２…第２吸収層
　４２Ｎ…幅狭部
　４５…中央スリット
　４６…サイドスリット
　７０Ｆ…前側外装トップシート
　７０Ｒ…後側外装トップシート
　８０Ｆ…前側外装バックシート
　８０Ｒ…後側外装バックシート
　９０…開口部
　９１…空間
　９３…ポケットシート材
　Ｓ１…前胴回り域
　Ｓ２…後胴回り域
　Ｓ３…股下域
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　Ｒ１…接合領域
　Ｒ２…非接合領域
　Ｒ３…重畳領域
　Ｒ４…収縮領域
　Ｒ５…非収縮領域

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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